
(57)【要約】
【課題】  プール内において水泳等する者の心電図を簡
易に計測することが可能となる水泳プール用の心電情報
計測装置を提供する。
【解決手段】  水泳用のプールＰ内の水に接触する状態
で配置された少なくとも一対の電極Ｄと、電極Ｄに誘導
される電気信号に基づいて、プールＰ内の水中にいる者
の心電図信号を検出する心電信号検出手段５とが設けら
れている。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  水泳用のプール内の水に接触する状態で
配置された少なくとも一対の電極と、
前記電極に誘導される電気信号に基づいて、前記プール
内の水中にいる者の心電図信号を検出する心電信号検出
手段とが設けられている水泳用プールの心電情報計測装
置。
【請求項２】  前記少なくとも一対の電極の夫々が、前
記プール内に左右一対設置されているコースロープの夫
々の浮き体に付設されている請求項１記載の水泳用プー
ルの心電情報計測装置。
【請求項３】  前記少なくとも一対の電極の夫々が、前
記プール内に左右一対設置されている導電性のコースロ
ープの夫々にて構成されている請求項１記載の水泳用プ
ールの心電情報計測装置。
【請求項４】  前記少なくとも一対の電極の夫々が、プ
ール利用者が前記プール内に出入りするときに把持する
左右一対の導電性の手すり部の夫々にて構成されている
請求項１～３のいずれか１項に記載の水泳用プールの心
電情報計測装置。
【請求項５】  前記少なくとも一対の電極の夫々が、前
記プール内の水を排出するための排水口もしくはその排
水口の近傍箇所に備えた一対の金属製部材の夫々にて構
成されている請求項１～４のいずれか１項に記載の水泳
用プールの心電情報計測装置。
【請求項６】  前記心電信号検出手段によって心電図信
号が設定時間以上連続して検出されているときに、警報
情報を出力する警報情報出力手段が設けられている請求
項５記載の水泳用プールの心電情報計測装置。
【請求項７】  前記心電信号検出手段によって検出され
る心電図信号が異常であるときに、警報情報を出力する
警報情報出力手段が設けられている請求項１～６のいず
れか１項に記載の水泳用プールの心電情報計測装置。
【請求項８】  前記心電信号検出手段によって検出され
た心電図信号もしくはその心電図信号に基づいて判別し
た生体情報を表示する表示手段が設けられている請求項
１～７のいずれか１項に記載の水泳用プールの心電情報
計測装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、水泳用プールの心
電情報計測装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】心電図情報あるいはその心電図情報から
求められる心拍数の情報は被験者の健康状態を判断する
うえで有用なものである。特に運動中における心電図、
例えばプール内で水泳や水中歩行をして負荷を与えた状
態で計測した心電図によって、適切な運動強度の目安が
得られ、心電図あるいは心拍数の情報をトレーニング情
報としても活用できるメリットがあり、また、負荷を与

えた状態では心疾患等がある者の心電図に異常が現われ
易く、疾患の早期発見が可能となる。従来では、プール
内に入る者の体に電極を装着して、水泳中における心電
図を計測するようにしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従来では、水泳等して
いる者の心電図を計測するには、プールに入る者の体に
電極を装着する必要があったので、電極の装着が面倒で
あるとともに、その電極から引き出された信号線が水中
での動きの邪魔にもなり、その結果、一般のプール利用
者が簡易に水泳中または水中歩行中における心電図を計
測することができないという問題があった。本発明は、
上記実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、プ
ール内において水泳等する者の心電図を簡易に計測する
ことが可能となる水泳プール用の心電情報計測装置を提
供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するため
の本発明に係る水泳プール用の心電情報計測装置の第一
の特徴構成は、特許請求の範囲の欄の請求項１に記載し
た如く、水泳用のプール内の水に接触する状態で配置さ
れた少なくとも一対の電極と、前記電極に誘導される電
気信号に基づいて、前記プール内の水中にいる者の心電
図信号を検出する心電信号検出手段とが設けられている
点にある。
【０００５】同第二の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項２に記載した如く、上記第一の特徴構成に加え
て、前記少なくとも一対の電極の夫々が、前記プール内
に左右一対設置されているコースロープの夫々の浮き体
に付設されている点にある。
【０００６】同第三の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項３に記載した如く、上記第一の特徴構成に加え
て、前記少なくとも一対の電極の夫々が、前記プール内
に左右一対設置されている導電性のコースロープの夫々
にて構成されている点にある。
【０００７】同第四の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項４に記載した如く、上記第一から第三のいずれ
かの特徴構成に加えて、前記少なくとも一対の電極の夫
々が、プール利用者が前記プール内に出入りするときに
把持する左右一対の導電性の手すり部の夫々にて構成さ
れている点にある。
【０００８】同第五の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項５に記載した如く、上記第一から第四のいずれ
かの特徴構成に加えて、前記少なくとも一対の電極の夫
々が、前記プール内の水を排出するための排水口もしく
はその排水口の近傍箇所に備えた一対の金属製部材の夫
々にて構成されている点にある。
【０００９】同第六の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項６に記載した如く、上記第五の特徴構成に加え
て、前記心電信号検出手段によって心電図信号が設定時
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間以上連続して検出されているときに、警報情報を出力
する警報情報出力手段が設けられている点にある。
【００１０】同第七の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項７に記載した如く、上記第一から第六のいずれ
かの特徴構成に加えて、前記心電信号検出手段によって
検出される心電図信号が異常であるときに、警報情報を
出力する警報情報出力手段が設けられている点にある。
【００１１】同第八の特徴構成は、特許請求の範囲の欄
の請求項８に記載した如く、上記第一から第七のいずれ
かの特徴構成に加えて、前記心電信号検出手段によって
検出された心電図信号もしくはその心電図信号に基づい
て判別した生体情報を表示する表示手段が設けられてい
る点にある。
【００１２】以下に作用並びに効果を説明する。本発明
の第一の特徴構成によれば、水泳用のプール内の水に接
触する状態で配置された少なくとも一対の電極に誘導さ
れる電気信号に基づいて、プール内の水中にいる者の心
電図信号が心電信号検出手段によって検出される。すな
わち、プール内において水泳をしたり水中歩行等をする
者の体に電極を装着しなくても、プール内の水を介して
プール内にいる者の体の表面電位による電気信号が上記
電極に誘導され、その電気信号から心電図信号が検出さ
れる。
【００１３】従って、プール内において水泳等する者の
心電図を簡易に計測することが可能となる水泳プール用
の心電情報計測装置が提供される。その結果、一般のプ
ール利用者が水泳等による運動負荷を与えた状態で心電
図情報を簡易に計測することができるので、その水泳等
による運動負荷時の心電図情報から運動強度の目安が判
断でき、トレーニング情報として活用することができ
る。同時に、心疾患等がある場合には、上記運動負荷時
の心電図に異常が出やすいので、水泳等を行いながら心
疾患等の早期発見が可能となり、健康状態の管理に役立
てることができる。
【００１４】同第二の特徴構成によれば、水泳用のプー
ル内に左右一対設置されているコースロープの夫々の浮
き体に、少なくとも一対の電極の夫々が付設され、その
コースロープの浮き体に付設された少なくとも一対の電
極に誘導される電気信号に基づいて、プール内の水中に
いる者の心電図信号が検出される。従って、既設のコー
スロープを有効に利用して、そのコースロープの浮き体
に心電計測用の電極を付設するようにしたので、設備費
用が高価になることを回避することができ、しかも、コ
ースロープの浮き体に付設した電極を介してコースロー
プに沿って水泳等している者の心電図信号を的確に検出
することができる。
【００１５】同第三の特徴構成によれば、水泳用のプー
ル内に左右一対設置されている導電性のコースロープの
夫々が、少なくとも一対の電極の夫々を構成し、その導
電性のコースロープに誘導される電気信号に基づいて、

プール内の水中にいる者の心電図信号が検出される。従
って、コースロープ自体が心電計測用の電極となるの
で、例えば既設のコースロープに電極を付設するような
面倒な手間が不要となり、しかも、導電性のコースロー
プを介してコースロープに沿って水泳等している者の心
電図信号を的確に検出することができる。
【００１６】同第四の特徴構成によれば、プール利用者
が水泳用のプール内に出入りするときに把持する左右一
対の導電性の手すり部の夫々が、少なくとも一対の電極
の夫々を構成し、プール利用者がプール内への出入り時
に把持するか、又は、近づいて導電性の手すり部に誘導
される電気信号に基づいて、プール利用者の心電図信号
が検出される。従って、プール利用者が水泳用のプール
内に出入りするときに手すり部を把持するか、または手
すり部に近づく動作によって、プール利用者の心電図信
号を的確に検出することができる。
【００１７】同第五の特徴構成によれば、水泳用のプー
ル内の水を排出するための排水口もしくはその排水口の
近傍箇所に備えた一対の金属製部材の夫々が、少なくと
も一対の電極の夫々を構成し、その金属製部材に誘導さ
れる電気信号に基づいて、プール内の者の心電図信号が
検出される。従って、プール内にいる者が排水口に吸い
込まれるような事態が発生したときに、その排水口に吸
い込まれた者の存在を心電図信号によって的確に検知す
ることができるので、プール内での事故防止に役立てる
ことができる。
【００１８】同第六の特徴構成によれば、水泳用のプー
ル内の排水口もしくはその排水口の近傍箇所に備えた一
対の金属製部材に誘導される電気信号に基づいて、プー
ル内の者の心電図信号が設定時間以上連続して検出され
ていると、警報情報が出力される。従って、プール内で
溺れる等した者が排水口に吸い込まれて、排水口もしく
はその近傍に長い時間いるような事態が発生したこと
が、警報情報によって他のプール利用者やプール管理者
に知らされるので、その溺れる等した者を迅速に救助し
て溺死等の事故が発生するのを適切に回避させることが
できる。
【００１９】同第七の特徴構成によれば、プール内の水
中にいる者について検出される心電図信号が異常である
と、警報情報が出力される。従って、プール内で水泳等
している者の心電図信号に、例えば運動負荷が大き過ぎ
ることによる異常や、心疾患等による異常が生じた場合
に、心電図信号が異常であることを警報情報によってそ
のプール利用者やプール管理者等が知ることができるの
で、水泳等を中止してプール外に出る等の適切な処置を
行って溺死等の事故を未然に防止することができる。
【００２０】同第八の特徴構成によれば、プール内の水
中にいる者について検出される心電図信号もしくはその
心電図信号に基づいて判別した生体情報が表示手段に表
示される。従って、プール内で水泳等している者が、表
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示手段に表示されている心電図信号もしくはその心電図
信号に基づいて判別した生体情報によって、自分の現在
の体調や運動負荷の状態を判断することができるので、
その判断に基づいて水泳等の運動の強度等を調整して良
好な状態で水泳等を行うことができる。また、上記表示
される心電図信号もしくは生体情報をプール管理者等の
他の者が見ることができる場合には、プール内で水泳等
している者の体調や運動負荷の状態を判断することがで
きるので、その判断に基づいて水泳等している者に対し
て運動強度を調整させる等の適切な指導を行うことがで
きる。
【００２１】
【発明の実施の形態】本発明に係る水泳プール用の心電
情報計測装置の実施形態を図面に基づいて説明する。図
１に示すように、水泳用のプールＰには、水泳する場合
や水中歩行する場合の進行方向のガイドとなるコースロ
ープ１が設置され、コースロープ１には、所定間隔で浮
き体１ａが配置されている。尚、図１には、１つのコー
スについて左右両側に一対のコースロープ１が設定され
ている状態を示すが、実際には、複数のコースがプール
横方向に並ぶように設定され、各コースについて左右一
対のコースロープ１が設けられている。
【００２２】水泳用のプールＰ内の水に接触する状態で
配置された少なくとも一対の電極Ｄが設けられている。
具体的には、その少なくとも一対の電極Ｄの夫々が、プ
ールＰ内に左右一対設置されている前記コースロープ１
の夫々の浮き体１ａに付設された電極２にて構成されて
いる。尚、図では、このコースロープ１の夫々の浮き体
１ａに付設された電極２として、ロープ長手方向に間隔
を隔てて、３組の左右一対の電極２（２－１，２－２，
２－３）が設けられている状態を示すが、実際には、多
数の電極２がロープ長手方向に沿って設置されている。
【００２３】上記左右一対のコースロープ１の間で水泳
等している者の体表面電位は、プールＰ内の水を介して
形成された導電経路によって上記各組の左右一対の電極
２（２－１，２－２，２－３）に誘導される。そして、
その各電極２（２－１，２－２，２－３）に誘導された
電気信号は、信号用ケーブル７を介して３個の差動増幅
器３－１，３－２，３－３にそれぞれ入力されたのち、
加算器４にて加算され、その加算器４の出力信号が信号
処理手段５Ａにおいて信号処理されて心電図波形や心拍
数などの情報が得られる。尚、このように、複数の電極
２（２－１，２－２，２－３）に誘導された信号を加算
することによって、結果的に各電極２（２－１，２－
２，２－３）に誘導された信号が平均処理されるので、
水面のランダムな揺らぎ等に起因する心電図波形の基線
動揺を小さくすることができる。
【００２４】そして、この信号処理手段５Ａによって得
られた例えば心拍数の情報は、プールＰ内から見える位
置、例えば飛び込み台に設置された表示手段６Ａに表示

される。従って、水泳や水中歩行等している者自身及び
他の者が、この表示手段６Ａに表示された心拍数の情報
を見て、水泳や水中歩行等している者の運動負荷強度や
体調状態などを判断することができる。
【００２５】尚、図示しないが、水泳者に装着させた腕
時計型の表示装置に対して、無線により上記心拍数の情
報を送ってその腕時計型の表示装置に表示させるように
してもよい。この場合に、複数のコースの夫々にいる各
水泳者に対して異なる周波数の無線により各水泳者の心
拍数の情報を送って、各水泳者の腕時計型の表示装置に
各水泳者の心拍数の情報を表示させるようにすることも
できる。又、図示しないが、前記コースロープ１の浮き
体１ａに付設した発光装置によって、上記水泳者の心拍
数に応じて異なる光を発光させて、運動負荷強度を知ら
せるようにしてもよい。
【００２６】前記信号処理手段５Ａにおける処理につい
て説明すると、前記加算器４の出力信号である心電図信
号に対して、プールＰ内での水の動きや水泳者の体の動
き等に起因して発生する低周波の基線動揺成分を除去
し、さらに、この基線動揺除去後の心電図信号から、Ｐ
波、Ｑ波、Ｒ波、Ｓ波、Ｔ波、ＱＲＳ群等の特徴的信号
成分の中の特定の信号波を抽出し、その特定の信号波に
含まれる心電情報を更に抽出して出力する。具体的に
は、図２に示すように、Ｒ波を抽出して、その発生時相
を検出し、その発生間隔から心拍数及びその時間変動を
検出する。尚、ここで述べた処理は、後述の信号処理手
段５Ｂ，５Ｃにおいて同様に実行される。
【００２７】さらに、信号処理手段５Ａは上記心電図波
形に現れるＱＲＳ波の正負から水泳等している者の進行
方向を判断する。例えば、図１（イ）の矢印の方向に進
行しているときには、水泳者の左胸にある心臓が図にお
いて上側に位置し、矢印の方向と逆向きに進行している
ときは、水泳者の心臓が図において下側に位置するため
に、左右のコースロープ１の浮き体１ａに付設した左右
の電極２に誘導される電気信号が進行方向によって水泳
者の体の左側部の表面電位から誘導される場合と体の右
側部の表面電位から誘導される場合とに入れ替わり、そ
の各誘導信号が入力される前記各差動増幅器３－１，３
－２，３－３の＋入力端子と－入力端子への入力信号も
入れ替わることになる。その結果、図２（イ）（ロ）に
示すように、それらの差動増幅器３－１，３－２，３－
３の出力を加算した前記加算器４の出力信号におけるＱ
ＲＳ波の波形の正負が進行方向によって反対になり、こ
のＱＲＳ波形の正負を判別することで、水泳者の進行方
向が判る。
【００２８】図３に示すように、前記少なくとも一対の
電極Ｄの夫々が、プール利用者がプールＰ内に出入りす
るときに把持する左右一対の導電性の手すり部８Ａの夫
々にて構成されている。即ち、この左右一対の導電性の
手すり部８Ａは金属部材にて形成されて、その下部がプ
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ールＰの内壁に固定されるとともに、プールＰ内の水に
接触し、上部が屈曲したのちプールＰ外のフロア面に固
定され、左右の手すり部８Ａが非導電性の梯子部材８Ｂ
にて連結されている。上記左右一対の導電性の手すり部
８Ａをプール利用者が把持するか、あるいは、プール利
用者が手すり部８Ａに近づくと、そのプール利用者の体
表面電位が上記一対の電極８Ａに誘導されて、その誘導
された電気信号は差動増幅器９に入力され、その差動増
幅器９の出力信号が信号処理手段５Ｂにおいて信号処理
されて心電図波形や心拍数などの情報が得られる。そし
て、この信号処理手段５Ｂによって得られた例えば心拍
数の情報は、例えばその手すり部８Ａの側脇に設置され
た表示手段６Ｂに表示される。
【００２９】図４に示すように、前記少なくとも一対の
電極Ｄの夫々が、プールＰ内の水を排出するための排水
口１２に備えた一対の金属製部材１０にて構成されてい
る。即ち、排水口１２はプールＰの隅部の底部に平面視
で正方形に形成され、その排水口１２に設置される樹脂
製の格子部材１２を上記一対の金属製部材１０が支持す
る構造になっている。プールＰ内の者が上記排水口１２
付近にいる場合には、上記一対の金属製部材１０にその
者の体表面電位が誘導されて、その金属製部材１０に誘
導された電気信号が差動増幅器１３に入力され、その差
動増幅器１３の出力信号が信号処理手段５Ｃにおいて信
号処理されて心電図波形や心拍数などの情報が得られ
る。そして、この信号処理手段５Ｃによって得られた例
えば心拍数の情報は、例えばその排水口１２の上部側の
プールフロアに設置された表示手段６Ｃに表示される。
【００３０】尚、前記少なくとも一対の電極Ｄの夫々
を、上記排水口１２ではなく、その排水口１２近傍箇所
に備えた一対の金属製部材にて構成してもよい。この排
水口１２近傍箇所に備えた一対の金属製部材において
も、上記排水口１２に吸い込まれている者の体表面電位
が誘導され、その誘導信号を上記と同様に処理すること
によって、心電図波形や心拍数などの情報が得られる。
【００３１】以上の構成より、前記電極Ｄ（浮き体１ａ
に付設された電極２、導電性の手すり部８Ａ，及び、排
水口１２に備えた一対の金属製部材１０）に誘導される
電気信号に基づいて、プールＰ内の水中にいる者の心電
図信号を検出する心電信号検出手段５が、上記各信号処
理手段５Ａ，５Ｂ，５Ｃによって構成されている。ま
た、その心電信号検出手段５（各信号処理手段５Ａ，５
Ｂ，５Ｃ）によって検出された心電図信号もしくはその
心電図信号に基づいて判別した生体情報（例えば、心拍
数）を表示する表示手段１０２が、前記表示手段６Ａ，
６Ｂ，６Ｃによって構成されている。
【００３２】又、前記排水口１２に備えた一対の金属製
部材１０に誘導された信号を処理する信号処理手段５Ｃ
によって、心電図信号が設定時間以上連続して検出され
ているときに、警報情報を出力する警報情報出力手段１

００が、前記表示手段６Ｃや図示しない警報ブザーを利
用して構成されている。すなわち、このように信号処理
手段５Ｃによって、心電図信号が設定時間以上連続して
検出されているときは、プールＰ内で溺れた者が排水口
１２付近に吸い込まれているような状態と判断されるの
で、上記表示手段６Ｃによって、溺れた者がいることを
表示させるとともに、警報ブザーを作動させて他の者に
知らせるようにしている。
【００３３】又、前記各信号処理手段５Ａ，５Ｂ，５Ｃ
によって検出される心電図信号が異常であるときに、警
報情報を出力する警報情報出力手段１０１が、前記表示
手段６Ａ，６Ｂ，６Ｃや、水泳者に装着させた腕時計型
の表示装置に内蔵した振動体や、コースロープ１の浮き
体１ａに付設した発光装置を利用して構成されている。
例えば、水泳者の心拍数が異常に高い場合または異常に
低い場合に、上記各表示手段６Ａ，６Ｂ，６Ｃにその心
拍数の異常を表示させるとともに、上記腕時計型の表示
装置に内蔵した振動体を振動させ、水泳者の近くの浮き
体１ａの発光装置を点滅作動させて、水泳者の異常を知
らせるようにしている。
【００３４】〔別実施形態〕以下に別実施形態を説明す
る。上記実施形態では、心電信号を検出するための少な
くとも一対の電極Ｄの夫々が、左右一対のコースロープ
１の夫々の浮き体１ａに付設した電極２にて構成した
が、これ以外に、少なくとも一対の電極Ｄの夫々が、プ
ールＰ内に左右一対設置されている導電性のコースロー
プの夫々にて構成してもよい。すなわち、この場合に
は、例えばコースロープを構成するワイヤーに導電性の
ある材料を使用する等により導電性のコースロープ自体
が電気を通すので、この左右一対の導電性のコースロー
プに誘導された電気信号を左右の各ロープの端部から取
り出して、１個の差動増幅器に入力して処理するように
する。
【００３５】上記実施形態では、プールＰ内の１つのコ
ースに１人の水泳者がいる場合について説明したが、１
つのコースに複数の水泳者がいる場合でも、以下のよう
にして各水泳者の心電信号を検出することができる。す
なわち、この場合には、図５に示すように、左右のコー
スロープ１の浮き体１ａに設置されている各電極２に誘
導された電気信号を、対応する各差動増幅器３にそれぞ
れ入力し、その各差動増幅器３の出力信号を加算器４で
加算せず、信号処理手段５Ａに入力して処理する。そし
て、コース内は一方通行で、且つ、各水泳者の前後の距
離はある程度は離れている条件の下で、ある位置の浮き
体１ａからコース長手方向の一定距離内の電極２につい
て、上記各差動増幅器の出力信号を加算したときの加算
後の心電信号は上記位置の浮き体１ａに最も近い水泳者
の心電信号であると判断され、その心電信号に基づいて
その水泳者の心拍数などの情報が得られる。尚、このよ
うにして得られた各水泳者の心拍数に応じて異なる色
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で、水泳者の近くの浮き体１ａに設置した発光装置を発
光させることにより、各水泳者が水泳や水中歩行等しな
がら各自の運動負荷強度を知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】水泳プール用の心電情報計測装置の構成を示す
図で、（イ）は平面図及び回路ブロック図、（ロ）は正
面図である。
【図２】心電信号の波形を示すタイムチャート
【図３】水泳プール用の心電情報計測装置の他の構成を
示す斜視図及び回路ブロック図
【図４】水泳プール用の心電情報計測装置の他の構成を
示す図で、（イ）は平面図、（ロ）は側面図及び回路ブ
ロック図である。
【図５】別実施形態に係る水泳プール用の心電情報計測
装置の構成を示す平面図及び回路ブロック図

【符号の説明】
１      コースロープ
１ａ    浮き体
２      電極
５      心電信号検出手段
８      電極
８Ａ    手すり部
１０    金属製部材
１２    排水口
１００  警報情報出力手段
１０１  警報情報出力手段
１０２  表示手段
Ｄ      電極
Ｐ      プール

【図１】

【図２】 【図３】
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【図４】

【図５】
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